
 

 

 

座談会「保育所等と騒音問題」 
 音環境・音響デザイン、公害苦情相談の専門家、少子化対策担当官が 
 保育所等を巡る騒音問題、保育施設の音環境の確保、新型コロナ禍での新たな問題
 について語り合い、問題の解決のアプローチを探る。 
 （令和２年 12 月 11 日実施） 
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はじめに 
 

相馬  本日は本座談会に御参加いただきま
して、ありがとうございます。 
 まず、本日の座談会の趣旨を申し上げます。
国として少子化対策を進める中で、保育所等
の増設が大きな課題になっています。その一
方で、保育施設の周辺に居住する方から、保育
施設から出される音について様々な苦情等が
寄せられているという話もあるようです。 
 この問題には様々な背景があると思われま
すが、保育施設とその周辺環境において騒音
として扱われる問題について、どのように考
えるべきなのか。また、どういった解決策があ
るのかという辺りについて御議論をお願いで
きればと思っております。 
 それでは、最初に、議論を始めるに当たり、
政府の少子化対策の現状について内閣府子ど
も・子育て本部の泉参事官から御説明をお願
いしたいと思います。 
 

政府の少子化対策の現状 
 

泉  政府の少子化対策の現状について簡単
に御説明させていただきます。 

■日本の人口構造 

 日本の人口構造は、2019 年の総人口が１億
2,617 万人で、65 歳以上が 28.4％、年少人口
が 12.1％となっています。2060 年には、人口
推計で約 2.6 人に１人が 65 歳以上、４人に１
人が 75歳以上の社会という、かなり少子高齢
化が進んでいく状況が見込まれています。 
 
■出生数及び合計特殊出生率 

 出生数については、2019 年は 86 万 5,239 人
と、初めて 90 万人を下回り、第２次ベビーブ
ームの団塊ジュニア世代の出生数 200 万人の
半分以下という状況になっております。 
 また、合計特殊出生率は、2000年代前半と比
べると近年は上昇傾向にありましたが、直近で
は前年比で低下して 1.36 となっております。 
 この、少子化の主な要因は、未婚化・晩婚化、
それから有配偶出生率、いわゆる結婚したカ
ップルの間で生まれてくる子供の数の低下が
あります。特に未婚化・晩婚化の影響が大きく、
直近のデータでは男性の４人に１人、女性の
７人に１人は 50歳時でも未婚という状況にな
っています。 
 



 

■夫婦の平均理想子供数 

 そして、結婚したカップルのお子さんの数
も近年は２人を割るようになってきている状
況です。 
 未婚の方も結婚された方も、平均して２人程
度の子供を持ちたいという希望は持っていら
っしゃるのですけれども、経済的理由や年齢・
身体的理由のほか、育児の肉体的・精神的な負
担などの理由で、子供の数に関する希望がかな
えられていないという状況でございます。 
 理想の数の子供を持たない理由については、
仕事への差し支え、育児の心理的・身体的負担、
夫の家事・育児への協力が得られない、そして、
子供が伸び伸びと育つ社会環境ではないから
といった声もございます。 
 
■少子化社会対策大綱 

 政府では令和２年５月に少子化社会対策大
綱を閣議決定しており、少子化の背景にある、
個々人の結婚や出産、子育ての希望の実現を阻
む様々な隘路を打破していくというスタンスで
少子化対策を行っていくこととしております。 
 そのポイントとして、ライフステージに応
じた総合的な少子化対策を進めるため、結婚、
妊娠・出産、両立支援、経済的支援のほか、待
機児童解消、保育の受け皿の確保などが盛り
込まれております。 
 
■待機児童解消・保育の受け皿確保 

 待機児童の解消に向けた保育の受け皿拡大
については、2013年からの５年間に「待機児童
解消加速化プラン」で 50 万人の保育の受け皿
を確保し、更に 2018年から 2020年度末までの
３年間で約 32 万人の受け皿を整備するとして
います（｢子育て安心プラン｣）。令和２年４月
時点の待機児童数は１万 2,439 人で、調査の開
始以来最少の結果となっているところです。 
 今後は、全体の受け皿を整備していくだけで
なく、それぞれの地域の特性に応じた施策の重

点化・強化も行うこととしており、人口増加率
が高い自治体については引き続き保育の受け
皿の整備を進め、人口が減っているけれども待
機児童数が増加している自治体は、保育提供区
域ごとの整備計画の見直しを行うほか、保育コ
ンシェルジュや巡回バスなどを使ったマッチ
ングを実施していくこととしています。また、
待機児童数の約８割は１、２歳となっているの
で、小規模保育事業の活用とか、保育士確保の
対策などの取組を行うこととしています。この
ほか、人口減少地域の保育の在り方についても
別途検討することになっております。 
 今後は、できるだけ早く待機児童の解消を
目指すとともに、女性（25 歳～44 歳）の就業
率の上昇に対応していくために、更なる保育
の受け皿の確保をしていくこととしており、
2021 年度から 2024 年度末までの４年間に更
に 14万人分の受け皿を整備していくことにな
っております（「新子育て安心プラン」）。 
 
■地域・社会による子育て支援 

 それから、地域・社会による子育て支援とい
うことで、特に子ども・子育て支援として、一
時預かり事業や、ファミリー・サポート・セン
ター事業のほか、子育て中の親子が気軽に集
まり、交流や子育ての不安や悩みの相談がで
きる場を提供する「地域子育て支援拠点」の整
備も進めております。地域子育て支援拠点は、
令和元年度で 7,500 か所以上に上っています。 
 それから、シニア層などの参画を促すことで、
世代間の交流や、地域における子育ての担い手
の多様化も進めていくことにしております。 
 私からの説明は以上でございます。 
 

 
相馬  それでは、議論に入っていきたいと
思います。騒音は、公害の中でも最も件数が多

保育所等の騒音問題は現代的
な問題 
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いものですが、松島先生は、保育所等の騒音問
題について今まで見聞きしたことはありまし
たでしょうか。 
松島  私がまだ市役所で現役だった頃は、
保育施設の日常活動による騒音問題はさほど
多くありませんでした。苦情があったのは、運
動会だとか学芸会のような特別なイベントの
ときと記憶しています。 
 どちらかといえば、保育施設は、地域の中で
ある程度受け入れられていたと思います。昨今
の保育施設の建設に伴って、騒音が問題として
大きな反対が起こるということは驚きでした。 
相馬  そういう意味では、「保育所等の騒音
問題」というのは、かなり現代的な問題だと考
えていいのでしょうか。 
高田  私は、福岡市内の保育施設に協力い
ただいて調査を行っています。今まで調査の
対象としてきた保育施設は、設立されて数十
年たっている、地域になじんだ施設なのです
が、周りに高層住宅などが建ち始めて、後から
入ってきた住民の方から保育施設の音がうる
さいと言ってくるといった状況が見られます
ので、都市化も背景の一つとなっているよう
に感じます。そういう意味では、現代的な問題
として捉えられるのではないかと思います。 
船場  ここ 10年ぐらいの間にできた保育施
設を調査しておりますと、ほぼ 100％何らかの
音の悩みを抱えているようです。近隣との間
で騒音が問題になっていなくても、園長先生
や保育士の皆さんが本当に気を遣って保育に
当たっているという印象です。 
 運動会などの季節のイベントももちろんで
すが、日常的な園庭での遊びとか、特に夏のプ
ール遊びのようなものですと、実際に測って
みると確かに賑やかではあるのですが、いろ
いろ気を付けていらっしゃいます。 
音に関する問題を抱えている保育施設に伺

ってみると、周りがみんな反対しているとか、
文句を言っているというわけでは決してなく

て、ある特定の方が文句をおっしゃっている
ということが多いのが実情かと思います。 
 やはり騒音問題で反対されて「保育園の新
設が中止になりました」というような報道を
たくさん見聞きすると、余計に「そうか、うる
さいと言っていいのか。」といった感じで、少
し問題を大きくされてしまっている面もある
のかと思ったりします。 

 
ふな ば
船  場  ひさお 

●一般社団法人 こどものための音環境デザイン
代表理事 
横浜国立大学地域連携推進機構 客員教授 
博士（芸術工学） 
保育士 
専門：音環境のユニバーサルデザイン 

 

騒音は感じ方という面も 
 

相馬  騒音は、測定によって物理的に確認
されるものもありますが、一方で、非常に感覚
的なものでもあると言われます。 
 保育所等の騒音問題についても、そういう
感覚的な面が大きいと考えてよいのでしょう
か。 
松島  保育施設の騒音苦情は、行政が受け
付ける苦情の中では、件数が少ない方だと思
っています。やはり騒音苦情といえば、工場や
建設作業に関するものが主であって、保育施
設の苦情はその中で年間数件程度です。以前、
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全国の政令指定都市に対し、過去５年間の保
育施設関係の騒音苦情に関する簡単なアンケ
ートを行いました。その当時は 20 の政令市で
したが、苦情件数は年間で 10 から 20 件程度
でした。５年間トータルでも 80件程度に過ぎ
ませんでした。 
 ただし、苦情という形で行政に上がってき
ますと、それこそ工場や建設作業などのよう
に騒音の低減で解決するものではなく、子供
たちの育成環境に配慮しつつ、申立者の要望
に添った対応を迫られるため、地方公共団体
からすると、かなり苦慮する部類の苦情です。 
相馬  高田先生、改めてですが、「保育所等
の騒音問題」というのは、今、松島先生からお
話がありましたように、騒音の中では、どちら
かといえばマイナーな問題だというふうに考
えるべきなのか、その辺も含めてお願いでき
ますか。 
高田  騒音問題という意味では、私が福岡
県の公害審査会で苦情として出てくる案件を
ざっと拝見する限りでは、保育施設が原因の
苦情というのは余り出てきていないという実
感がございます。そういった意味では、地域の
中で生じる騒音問題としてはマイナーなのか
もしれませんが、保育施設周辺の住民からす
ると、四六時中そういった音を聞く可能性が
あるので、そこが人によって感じ方が違うと
いうことにつながっているのかと思います。 
 騒音問題という意味では、件数から見れば
マイナーかもしれませんが、それをマイナー
と片付けてしまって良いかどうかは別の問題
かと思います。 
相馬  これまで見聞きした中では、どうい
う方が苦情を言っているという印象を受けら
れたでしょうか。 
高田  こういう方がという特徴は把握でき
ていませんが、言ってくる方は言ってくると
いうことを考えれば、ひょっとすると騒音に
対する感受性が高い方なのかもしれません。

そういった方は、恐らく保育施設の音だけで
はなく、違う音に対しても敏感で、あらゆる音
に対して苦情を言うという可能性もあるので
はないかと思います。 
松島  私見ですが、保育施設の苦情を申し
立てられるのは、旦那さんと奥様のお二人で
お住まいになっていて、お宅にお伺いすると、
家の中が静かで、外から入ってくる音が気に
なるようなお宅が多いと感じました。 
 そういった方からの話ですが、自分たちの
子供もあそこの幼稚園に通っていたが、当時
は騒音なんか気にならなかった。けれども、奥
様とお二人だけになってみると容認できなく
なってしまった。このような、ちょっと不思議
な話を聞いたことがあります。 
 そのほかには、夜勤をされていて、昼間はど
うしても御自宅でお休みにならなければなら
ない、そういった方にとってみると、子供たち
の声というのは気になるようでした。 
相馬  今、松島先生から、子育てから遠のい
て当事者意識を持ち得ない人の方が苦情を言
う傾向はあるかもしれないという話がありま
したけれど、船場先生その辺いかがでしょう
か。 
船場  実は昨日、横浜のとある保育園で、ま
さに今、１件だけすごく苦情をおっしゃって
いる方がいるという現場を訪ねてきたところ
なのですが、そこは今松島さんがおっしゃっ
ていたとおりの、やはり 70 代の御夫婦で、昔
は子供さんも育てていたので、お孫さんもい
らっしゃるはずなのですけれども、今は耐え
られないということでしたので、そういった
傾向はあり得るのかと思います。 
 

保育施設が地域から孤立化 
している？ 

 
相馬  以前であれば、コミュニティーがし
っかりしている地域では、保育施設と住民と



 

の間のつながりは結構密接だった面もあると
思うのですが、いわゆる都市化の中で、エリア
によっては、保育施設が孤立しているような
印象もありますが、いかがでしょうか。 
船場  おっしゃるとおりだと思います。一
方で騒音問題のおそれがあるために、ここ 10
年ぐらいで新設された保育施設は、高架下や
幹線道路沿いといった、昔なら保育園をつく
らなかったような場所にどんどんつくられて
います。園庭のないような保育園もすごく多
くなってきているので、外からでは一見して、
保育施設に見えないようなところが増えてい
て、余計地域と接する機会がなくなっている
のではないかと思うのです。 
相馬  非常に興味深い話ですね。高田先生、
保育施設の数を増やそうという施策がある中
で、いろいろな類型の保育施設が法律によっ
て認められるようになっていて、保育施設に
よっては、十分な防音対策がされていないと
ころもあるというふうに理解してよろしいで
しょうか。 
高田  そうですね、外に出る音に対する防
音対策という意味では、問題になる保育施設
というのは大概園庭を持っていて、そこの園
庭でお遊戯とか体操とかプールとか、子供た
ちが興奮するような、あるいは体を動かすよ
うなことをする、そういった場合に問題にな
る場合があると思うのですけれども、その音
が外に漏れないように対策するというのは、
現実的に無理な状況だと思うのです。もし対
策をするとなると、高い壁を建てるとか、ある
いは外では活動しないとか、そういったこと
が必要になってくるので、外に対する音が漏
れないような対策をするということ自体が無
理で、現状、それはできていない状況なのだと
思います。 
相馬  そうすると、一定の音が出るという
ことを前提でやはり考えていかざるを得ない
ということでしょうか。 

高田  そうですね。今の状況では、多分、そ
ういう方向で考えざるを得ないのではないか
と思います。 
相馬  泉参事官、先ほど御説明いただきま
したけれども、政府としては、今後も保育施設
の整備・充実を図っていくという大きな方向
性があるということですよね。 
泉  令和２年 12 月に取りまとめられる「新
子育て安心プラン」においては、2021 年度か
ら 2024 年度末までの４年間で約 14 万人分の
保育の受け皿を整備することとしています。
このほか、地域の住民の方にも子育てに参画
していただくため、先ほども御説明した、担い
手の多様化といった取組も行っています。「他」
の「孫」と書いて「他孫育て」（たまごそだて）
というのですけれども、都市部では、故郷から
離れて一人で子育てしているために、いろい
ろな悩みを抱えている方がいる一方で、退職
されたシニアの方には、例えば保育園で先生
をされていたという方もいらっしゃる。シニ
アの方が御自身のバックグラウンドも生かし
ながら、地域の拠点で子育てに参画していた
だくような仕組み、その中で世代間の交流と
か支え合いが生まれるといった取組も行って
いるところです。 
 内閣府でも、地域少子化対策重点推進交付
金事業を行っておりまして、その中でも、最近
の子育ての事情なども知ってもらいながら、
シニア層を子育て支援のボランティアとして
育成して、支援を必要とする人と支援できる
人をつないでいく。それによって、例えば、伝
統行事を教えたり、地域の交流の場をつくっ
ていくということが行われています。ハード
面だけではなくて、ソフト面で周りを支えて
いくような取組というのもとても大事なのか
なと思っております。 
相馬  今、泉参事官からお話がありました
けれども、いわゆる世代間の交流を進める中
で、保育施設を地域の中で孤立させないよう
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なやり方、若しくは地域の住民が保育施設の
活動にある程度関与していくようなやり方、
そういうことも方向としてはあるのだという
お話がありました。そうなった場合、この騒音
問題の解決に当たっていい効果があると考え
られるのでしょうか。 
松島  騒音対策に関しましては、ハード的
な対策と、ソフト的な対策があると思います。
ハード面としては、窓を二重サッシにすると
か、遊具を申立者宅から離すとかなどで、ソフ
ト面は先ほど泉参事官から御紹介がありまし
たように、地域の方と保育施設の交流がその
一つになると思います。地域の方も保育施設
の運営にも関与していく。そういうことによ
ってコミュニケーションが深まって、今まで
悩ましいと思っていた子供の声が、それこそ
ほほえましい、自分が子育てした頃に戻るよ
うな感覚があったというようなこともお聞き
したこともありますし、そういったことを保
育施設側に指導したこともあります。 
高田  私どもの調査でも、保育施設で行わ
れる公開行事への参加意思があるとか、参加
経験があるといった方が、割と保育施設の新
設にポジティブな意見を持つというような知
見も得られていますので、地域の方々に、公開
行事への参加のお誘いをするとか、情報の提
供を行うことは非常に有効なのではないかと
思います。 
 私どもが調査させていただいている保育施
設も、これは設立してかなり時間がたってい
るのですが、その中で地域の皆さんに溶け込
むような努力をされていて、それが功を奏し
て、今のところは苦情といったものがある程
度抑えられているというような状況もござい
ますので、そういったソフト対策というのは、
特にハード対策が立てられない場合には有効
なのではないかと思っております。 

たか だ まさ ゆき
高  田  正  幸  

●九州大学大学院芸術工学研究院准教授 
福岡県公害審査会委員 
博士（工学） 
専門：音響デザイン学 

 
船場  ソフト面でシニア層を取り込んでい
くという話ですが、いろいろな保育施設を調
査してみると、今、一番困っているのが、早朝
や夜の預かりなのです。私はこれを耳にして
昨年保育士の資格を取りました。将来的には
近所で保育施設のお手伝いができればと思っ
ております。私のようなことを考える人を少
しでも増やしていけたらなというのも一つご
ざいます。 
 

保育の方法による音の変化 
 

船場  保育園を回ってみますと、いろいろ
な保育の方法があって、園ごとに結構違うの
です。その方法によっても音の出方がどうも
違うなというふうに感じています。 
 我々以上の世代だと、保育の方法はいわゆ
る一斉保育が一般的だと思いますが、最近で
はドイツや北欧の保育の考え方に準じて、「今
日、何々ちゃんは何がしたい？どんな遊びが
したい？」と尋ねて、子供自身に選ばせるよう
な保育のやり方というのが結構増えてきてい
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るのです。そういったやり方だと、大きな声が
出ようがないのです。歌にしても以前は「ピア
ノに合わせて大きな声で元気に歌いましょう」
という教え方だったと思うのですが、必ずし
もそれは必要ではなくて、「小さな声でもいい
から、きちんと音程を取って一緒に楽しくき
れいに歌おうね」というやり方もあるはずな
のです。 
 また、室内での音環境が落ち着いたものに
なっている園の子供たちは、園庭に出てもそ
んなに大きな声で騒がない傾向があるように
思います。そういう意味からも保育施設の音
環境の在り方は非常に重要になってきている
と感じています。広い意味でのソフト面の対
応も少しずつ変わっていったらいいなという
ふうに思っています。 
 

うるさいのは本当に子供の声
なのか？ 

 
松島  保育施設の先生方の声のことなので
すが、子供たちの声は大きくても気にならな
い。しかし、毎日、先生方が子供たちを指導す
る声が気になるという苦情がありました。現
場に行ってみますと、先生方は、子供たちを思
ったように動かさないといけないという気持
ちから、つい声が大きくなってしまう。そうす
ると、それに伴って子供たちの声も大きくな
っているようでした。そのときに、園長さんに、
「先生方の声がちょっと大きいようなのです
けれども」というようなことをお話しさせて
もらったことがありました。まさに今、船場先
生がおっしゃった内容だと思います。 
船場  あと、よく聞くのは、お迎えに来た親
御さんの話し声が気になるというのもありま
す。だから、子供の声が本当に気になっている
のかどうかは、必ずしも言えないなと思って
います。 
高田  意外と子供さんの活動に由来する音
には、お子さんだから仕方がないとか、元気で

いいねというふうに捉えてもらえると思いま
すが、お子さんの活動に由来しない音に対し
て反応するというのは、私どもの調査でも結
構出ていまして、送迎の車の音とか、先ほどお
っしゃっていた先生の声などはネガティブに
評価されていました。実際私の住んでいるマ
ンションの隣に大きな公園があって、そこで
運動会をしているのですが、お子さんが「わー
わー」言っているのは余り気にならないので
すが、メガホンでがなり立てている先生の声
がすごく気になるというような話も耳にしま
す。その辺りは少し気を付けた方がいいのか
なという実感を持っております。 
船場  運動会のときの苦情も相当数あると
思うのですが、音響機器の使い方がひどい場
合が結構あるのです。機器の調整がされてい
なかったり、使う人が慣れていなかったりす
るために、妙に大きな音を出してしまったり、
あるいは出すべきではないときに音が出てし
まったりとか。ですから、その辺を何とかでき
たらいいなと思うのです。多分、保護者の中に
は１人ぐらい音響が得意な人がいると思うの
で、そういう人に協力してもらうとか、全部保
育園の中で完結しようとしたら、それはちょ
っと無理だと思うので、そういったところに
も誰かの手を差し伸べられるようになってい
ると良いですね。 
相馬  保育施設だから子供の声だけが問題
だというだけではないということですね。も
しかしたら、場合によっては、子供の声ではな
い音の方が問題になっている可能性もあると
いうお話で、非常に興味深いところだと思い
ます。 
 

ハード面の総合的な対応 
 

相馬  さて、これまでソフト面について話
をしてきたのですが、ハード面の話を少しさ
せていただきたいと思います。 
 保育施設の騒音問題に対するハード面の対
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応としては、一般的にどういうものがあり得
ますでしょうか。 
松島  市の保育施設関係の担当者から聞い
たのですが、これまでの保育施設ですと、開放
的で、外から施設の中が見え、子供たちの活動
が手に取るように分かった。それが、最近は、
近隣との騒音問題を抱えると、防音のために
高い塀などで囲ってしまって、外から見えな
い状況を作ってしまう。そうなると見た目が
保育施設ではなくて、言葉は悪いのですが、何
かの工場といった感じがするそうです。そう
いったものは、音を低減するということでは
有効なのでしょうけれど、ただ、それでいいの
だろうかというような疑問があります。 
 ですので、室内から出てくる子供たちの声
だとか、活動に伴う音をどうやって低減する
のかと考えると、防音性の高いサッシを用い
るとか、子供が室内で活動しているときには
なるべく窓を開けないだとか、問題となる御
家庭の方には子供たちが近づかないような園
庭のレイアウトだとか、そういった総合的な
対応が必要になってくるのではないかと考え
ています。 

 
まつ しま みつぐ
松  島   貢  

●公益社団法人 日本騒音制御工学会事務局長 
元 千葉市環境局環境情報センター所長 

 

高田  苦情に上がりがちな音としては、音
量が大きな音や耳につきやすい高周波数成分
を持つ音が多いと思うのです。ホイッスルの
音もそうですし、音楽の音も、そういった音は、
結構、吸音質のものがあれば、割と外に漏れな
くて済むので、例えば、園庭の中に吸音しがち
なものを設置するとか、園舎なども少しカバ
ーしてあげるとか、そういったことでも外に
漏れ出す音というのは少し抑えられるのでは
ないかというふうに思いました。 
 

都市計画的な考え方も 
  

高田  最近では、都市部に保育施設をつく
るとなると、近くに高層住宅があったり、ある
いは逆に施設の近隣に高層住宅ができてしま
ったりします。そうすると、音が響いてしまっ
て、近隣の人たちがその音をダイレクトに聞
くような状況が発生してしまうのです。少し
大げさな話かもしれませんが、都市計画的な
考え方もあると、こういった問題が避けられ
るのではないかなと感じます。 
相馬  具体的にはどういうことでしょうか。 
高田  高層住宅が建てられるような地域と、
保育施設のあるような地域を分けるとか、保
育施設の近隣には高層住宅を建てないように
するとか、もちろん現実的な対応なのかどう
か分かりませんけれども、保育施設を新設す
る場合には、そういったことも少し考慮した
方がいいのかなとは思います。 
相馬  ある意味、用途地域を分けるという
ような発想ですね。 
船場  保育園が賑やかという面は否めない
ところがあって、今、本当に都心とか横浜とか、
まちの住宅地の中に、園庭のない保育園が造
られていて、これだけ近かったら騒音問題も
発生しますよねという部分もあって、音の専
門家から見れば、「本当にここに保育園をつく
りますか」というところにもつくられている
というのは現実としてあると思います。 
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相馬  確かに物理的な音を防ぐという観点
からは、多分いろいろな方法や考え方がある
と思います。一方で、子供の生育環境という視
点も同時に考えなければならない問題だと思
いますが、船場先生は御専門の観点からその
辺、いかがお考えでしょうか。 
船場  待機児童を解消するためにとにかく
たくさん保育施設をつくるということはすご
く理解できるのですが、やはりその一方で、子
供の生育環境としての質の問題についてはど
うなのだろうと、かなり心配になっています。 
 以前であれば、ここには保育園はつくらな
かったよねというような、大きな幹線道路沿
いにも保育施設がつくられていて、そういっ
たところでも調査をしているのですが、やは
りダンプカーの音が響くような中でお昼寝を
するとなると、どうやっても騒音を防げなく
て、当然、目を覚ましてしまうということもあ
ります。今は、騒音問題を心配して、あえて最
初からうるさいところに建てているとしか思
えないような敷地の選び方がされているので、
これはこのまま続けてはいけないのではない
かというふうに思っています。 
相馬  私が見聞きした中では、近隣住民か
らの保育施設に対する苦情で、防音壁を建て
てくれとか、子供は基本的に外に出すなとか、
ある意味かなり強い要望が出されるようなケ
ースもあるのですが、そういうケースも子供
たちの生育環境という観点からすると、いろ
いろな意味で問題を含んでいるというふうに
お考えでしょうか。 
船場  やはり今のところ、子供のためとい
うよりは、大人が預けやすいところという視
点が先に立ってしまっていて、「本当に子供の
身になって考えてみましょう」ということを

私もよくお話しするのですが、うるさいとこ
ろでも子供はそれなりに昼寝するので、寝て
いるからいいじゃないかという、そういう問
題ではないと思っています。そういうことも
あって、やはり目指すべき数値を出すべきで
はないかということで、本年６月に建築学会
から、保育施設に対する音のガイドライン 1が
出されたのですが、あえて小学校よりも静か
な 35 dB と設定されています。残響時間につ
いても 0.4 秒になっています。北欧とかドイツ
などの考え方を見てみると、乳幼児は一番大
事な時期だという思想があるのだと思います。
言葉を覚えたり、いろいろな感受性を育む本
当に大事な時期なので、特に最近は０歳から
預けますから、最高の環境を与えなければい
けない時期なのだというふうな発想があるの
です。最近の、特に都市部に新しくできている
保育施設には、それがかなっていないと思わ
れる施設も少なくないのではないかと思って
います。 
相馬  そういう意味では、まだ日本の保育
施設は、海外に比べると考えるべきものがあ
るのではないかということですね。 
船場  そうですね。海外が全てというわけ
ではないのですけれども、西欧諸国に比べた
らちょっと遅れているのではないかと思って
います。 
相馬  やはり日本とは違って、より子育て
支援を重視するような政策も一部の国ではあ
るようです。 
 例えば、行政の対応ということで、ドイツの
事例について、ベルリンのベルリン州環境侵
害防止法という法律があって、この法律では、
子供が発する音は成長の表現として保護すべ
きものであり、社会的相当性があるため、受忍
の限度内であることを明示しているという話、
それから、2011 年の同じくドイツの連邦環境

1 「日本建築学会環境基準 AIJES-S0001-2020 学校施設の音環境保全規準・設計指針」 
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汚染防止法の改正によって、保育施設や遊戯
施設から発生する子供の騒音についての損害
賠償請求を禁止している、そういう話もある
というようなことが、一応、私どもの調べでも
あるのですが、やはりこういうふうな考え方
が基本的にはあって、ある意味、周りの人たち
はその辺を受忍しなさいというような、そう
いうコンセンサスができているような国もあ
るということでしょうね。 
松島  今のお話にあった、保育施設を保護
するという考え方は、日本でも取り入れられ
ています。騒音規制法や条例において保育施
設に関しては特段の配慮が必要だとして、工
場などに対する騒音の規制基準が厳しく設定
されています。 
 保育施設には特段の配慮をしなければなら
ないという、守られる側の施設だったものが、
いつの頃からか、逆に発生源になってしまっ
たということが起きている。だから、この辺り
はどうなのかということが、私ども環境保全
をやってきた者からすると、ちょっと残念で
ならないところなのです。やはり子供たちが
快適な環境で生活できるよう守っていかなけ
ればいけない。だけれども、保育施設から出る
音に関しては、やはりトラブルが起きている
ので、対応しなければならないという状況に
なっているようです。 
高田  ドイツのお話を伺っていると、ヨー
ロッパの方々は、次世代の社会を支える子供
たちを育てているのだというような意識が強
いのではないかという印象を持ちました。そ
こが残念ながら、日本の中ではそういう意識
が醸成されていないというようなことも原因
の一つではないかという印象を持ちました。 
船場  そこはすごく同意します。こんなに
少子化なのだから、何とか子供を大事に育て
ていかなければならないと思うのですけれど
保育施設が子供にとってよくない環境になっ
ているというのは、非常に矛盾しているなと

いうふうに思うのです。 
相馬  先ほども泉参事官の御説明にありま
したけれども、子育て環境の問題に関しては、
今、船場先生方が言われたような方向で政府
としても取り組もうとしているということで
すね。 

 
いずみ さと こ
泉  聡  子  

●内閣府子ども・子育て本部 
参事官（少子化対策担当） 

 
泉  厚生労働省が定める「保育所保育指針」
では、「施設の温度、湿度、換気、採光、音な
どの環境を常に適切な状態に保持する」こと
とされており、指針の解説においては、「保育
に当たっては、子どもの心身の健康と情緒の
安定を図るために、室内の温度や湿度を調節
し、換気を行い、さらに、部屋の明るさ、音や
声の大きさなどにも配慮して、心地よく過ご
すことができるよう環境を整えることが大切
である」とされています。 
また、待機児童の問題は都市部に多く見ら

れますが、最近は、働き方改革や新型コロナウ
イルスの影響によるテレワークの普及により、
通勤の頻度が減ってくる中で、今後、郊外に転
居しようとする動きも出てくると思われます。
郊外では、空き家や、公営住宅の高齢化・老朽
化の問題を抱えているところもありますので、
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空き家を活用したり、施設の建て替えに伴い
子育て支援施設も併せてつくっていくことで、
子育て世帯を呼びこんでまちづくりをしてい
くといったアプローチの仕方もあるのではな
いかと思います。 
相馬  大きなコンテクストで考えると、多
分、高田先生が先ほどお話になったことと共
通する部分はありますよね。 
高田  そうですね。そういったことが施策
として検討されているということをお伺いし
て、少し安心したというか、先行きが少し明る
いのかなと思いました。 
泉  今のこういう状況をうまく活用して子
育ての世帯を呼び込んで、子育ての世帯にと
って住みやすいまちづくりというのを一緒に
考えてもらうという方法もあるのではないか
と思います。 
 

騒音問題解決のアプローチ 
  

相馬  地方公共団体の苦情処理を担当する
職員の立場からすると、具体的に今寄せられ
ている苦情をどうするかという問題が一番大
きいのだと思います。問題が持ち込まれた場
合、どのようなアプローチをするのが良いの
か、その辺りについて少しお話を伺いたいと
思います。 
 
■保育施設への地域の親密度を高める 

高田  私どもの調査によれば、住民が感じ
る施設への親密度が施設新設への抵抗感の緩
和につながるというような傾向が見えていま
すので、そういったコミュニケーションを頻
繁に取って、親密度を高めていくということ
は非常に有効なのではないかと思います。 
 あとは、施設側のスタッフの皆さんも、こう
いった問題が生じがちだというのは重々御承
知で、結構、努力をされているのです。そうい
った努力をしているということを、ある程度

地域の方にも分かってもらうというのも重要
なのではないかと思います。物理的に出てい
く音は全く変わらないのですけれども、騒音
として捉えるか捉えないかといった意識の変
化に対しては、そういったことも有効なので
はないかと思います。 
松島  政令市へのアンケートで各政令市の
対応をみると、大半が法律や条例に基づく規
制にはなじまないというものでした。とにか
く保育施設と苦情申立者との間で、どこで折
り合いがつけられるのか、落としどころを探
るような対応をしているようでした。 
 その中において、ハード的な対応としては、
スピーカーの位置を変える、子供たちの遊ぶ
エリアを変える、必要のないときには窓をな
るべく閉めるなどを指導し、ソフト的な対応
としては、それこそ地域の中の保育施設とし
て、地域全体でその施設を担っていくような
取組を指導しているようでした。 
 その具体的な例としては、地域と施設が少
しでも近づきあうことができるように、定例
的な保育施設と地域との交流の場を設ける。
簡単に言えば、年間行事を案内板で周知した
り、施設に御近所の方をお呼びして説明会を
開催しているようでした。その際には子供た
ちとの交流の場のようなものを設けて、コミ
ュニケーションを図るというような対応を行
っているようでした。 
 
■問題の本質を理解する 

船場  保育施設に寄せられる苦情は、苦情
をおっしゃっている方もそれぞれ違うし、対
象となっている施設の在り方も千差万別だと
思われます。ですから、まずは問題の本質をよ
く理解していただくということが何よりも大
事だと思います。私も幾つかの事案で実際に
携わってみて、これは確かに保育のことも音
のことも両方分かっていないと落としどころ
を見つけるのはなかなか難しいのではないか



 

と実感しているところです。 
 昨日訪れたところもそうだったのですが、
ちょっとしたハードの工夫で音のレベルが下
がるかもしれないというところはあるのです
が、それは誰でも気がつくことではないのか
なと思ったり、私もその保育園の園長先生の
保育の方法を細かく聞いて初めて「なるほど、
じゃ、ここにこれをした方が良いかな」みたい
な話になってくるので、その辺をつなぐ役割
ができる方がいないのだろうなと。そういう
ところをやっていかなければいけないなと思
ったところです。そういう意味での担い手不
足という面はあるかと思います。自治体の方
が苦情を受けた場合に、なかなか全部を処理
できるような問題ではないだろうなと思いま
す。そのときにどこに相談したらいいのだろ
うという相談先も、まだぱっと浮かぶところ
がきっとないのだろうと思います。 
相馬  現場の行政の担当者というのは、基
本的に公平というのが大事なので、双方から
必ず話を聞いて、どちらかに偏った判断をす
ることは、基本的にはしないはずです。だから、
今、先生のお話にありましたように、一体何が
問題になっているかということがクリアにな
っていない場合には、なかなか処理に苦労す
るという部分はあるのかと思います。 
 
■申立者が何に困っているかを把握する

ことが肝要 

松島  保育施設の騒音問題で、まず初めに出
てくるのが子供たちの声なのですが、その辺り
を詳細に調べていきますと、子供の声だけでは
なくて、それに付随した要因が含まれておりま
して、子供の声を小さくすることだけを考えて
いては解決が見えてきません。申立者が何に困
っているのか、苦情の原因が何なのかを把握し
て対応することが重要だと思います。 
相馬  先ほどもお話がありましたけれども、
要は、本当に子供が出す音なのかどうか、その

辺りがはっきりしないと、もしかしたら、お迎
えに来たお母さん方の話し声が気になるとい
う話かもしれませんし、そこら辺をはっきり
しないと、なかなか苦情を申し立てる側の人
が満足するような解決にはつながらないのか
なという感じもいたします。 

 

相
そう

 馬
ま

  清
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 貴
たか

 
●総務省公害等調整委員会事務局長 

 
松島  私が経験した事例でも、初めは子供
の声がうるさいということで対応していたの
ですが、調査をしていくうちに、申立者宅の前
に送迎の保護者が車を並べて停めてしまうと
いうことが原因だと分かりました。保護者の
中にはエンジンをかけたまま 30分も１時間も
立ち話をしており、申立者はその話声と車か
らの排気ガスに悩まされていたのです。原因
が分かりましたので、保育施設の方に保護者
への注意を促してもらったところ、この苦情
は解決に至りました。この苦情は、その典型的
な例ではないでしょうか。 
 余談ですが、私どもが現地に行ったときに
は、そのお宅と幼稚園の間には廃タイヤが並
べてあって、車が停められないようにしてあ
ったのです。そういう状況も踏まえて苦情の
原因が何なのかを見極めることが重要ではな
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いかと考えております。 
相馬  そうすると保育施設だから子供が出
す音が問題だと決めつけてかかるのは危険で
もしかしたら、先ほど船場先生がおっしゃっ
たように適切な保育がなされていれば、子供
が出す音というのはそれほど問題にならない
かもしれない。むしろそういうものではなく、
別のところから苦情の原因が出ているという
ことも視野に入れるべきだということなので
しょうか。 
船場  そうですね。保育施設の方も子供が
出す音に敏感になってしまっていて、地域に
遠慮しているところが見受けられます。何か
そういった状況だと、先ほど泉さんもおっし
ゃっていたような、地域との交流といった施
策も取り組みにくくなってしまうような気が
します。保育施設の方も別に子供の声がそん
なに地域から嫌われているわけではないのだ
ということは、きちんと理解していただきた
いなと思うのです。 
高田  やはりそういった子供の声以外の迷
惑というかトラブルのようなものが、子供の
声に反応する形で顕在化しているところはあ
ると思うのです。ひょっとすると、そこに保育
施設の方も気づいていない可能性があると思
います。そういったノウハウを提供すること
によって改善できるところも多々あるのでは
ないかと思いました。 
 

保育施設の音環境の確保 
  

相馬  先ほど船場先生から、保育施設の音
環境をどういうものにしていくべきかという
議論が非常に大事になっているというお話が
ありました。その辺りのお話をいただけます
でしょうか。 
船場  保育施設の音環境については、どう
やら室内が響き過ぎていて、とても喧騒感が
高くなっているという現状があって、それを

何とかしたいということで、この 10年ぐらい
熊本大学の川井敬二先生が活発に研究された
ところから始まったのですが、そこから私や
早稲田大学の方、それから明治大学の上野佳
奈子先生などと一緒に建築学会の中にワーキ
ングをつくりました。 
 それで、本当にいろいろな調査実験をやっ
てみて、例えば室内に吸音材を貼ると子供の
行動が変わるとか、騒音レベルが下がるとか、
そういったことを知見として集めました。そ
れが成果となって保育施設に対する音のガイ
ドラインとして、残響時間を抑えるという推
奨規準をつくったのです。 
 これが生かされていくと何がいいのかとい
うと、保育施設で子供や保育士の方の日常的
な声の出し方が変わってくるかなと思ってい
まして、小さな声でもきちんとコミュニケー
ションが取れる室内の音環境が確保されてい
ると、子供も大きな声を出す必要がなくなり
ます。もちろんプールだとか、そういう本当に
テンションが上がるときは仕方がないと思い
ますが、ぱっと外に出たときに落ち着いた様
子が見られたり、声の出し方が全然違うなと
思っています。 
 ただ、こうした規準をつくるだけでは、なか
なか広まっていかないだろうということで、
令和２年３月３日に一般社団法人こどものた
めの音環境デザインを立ち上げました。その
途端に新型コロナの感染拡大となってしまい、
なかなか思ったような活動ができていません
が、オンラインセミナーや保育者研修といっ
た形で少しずつ広めています。 
 
 
 新型コロナ禍での新たな問題 

 
船場  最近の新たな問題として換気の問題
があります。今は保育施設がビルや複合施設
の中にテナントとして入っていることが多い



 

ので、窓が開けにくいところがすごく増えて
いるのです。そういった中で、新型コロナの感
染防止のために換気をしろという。どのくら
い窓を開けたらいいのか分からないし、窓を
開けることによって騒音問題になったり、あ
るいは保育施設が幹線道路沿いにつくられて
いるために窓を開けると外部の騒音が入って
きてしまうという状況になっている。保育施
設の方がこういった情報をきちんと得られて
いないというのが、一番問題なのかなと思っ
ています。 
相馬  音環境の問題、それから換気の問題
の２つについてお話しいただきましたけれど
も、まだまだ実際、現場の保育施設の職員の方
には必ずしも意識が十分共有されていない部
分もあるということですね。 
 いろいろとお話を伺ってまいりましたけれ
ども、やはり二兎を追うべきなのかなと思い
ます。一つは、近隣住民との関係でいかに良好
な関係をつくりながら保育施設が地域とつな
がる形で存在し得るかという話。それから、も
う一つは、保育施設の中における環境の問題。
この二兎を追うべきであって、その二兎が調
和的に推移していくことが大事なのかなとい
う印象を持ったところでございます。 
 

 
相馬  改めて保育施設と音の問題というこ
とでまとめていきたいと思います。先ほどは
担当する行政官に対するお話がありましたが、
広く一般国民に対してこういう部分について
理解を求めていくべきではないかというよう
な話がありましたら、行政官向けの話と重複
する部分もあろうかと思いますけれど、お話
し願えればと思います。 
松島  保育施設の問題を扱っていたときに
建設に反対された方の言葉で印象的だったも
のがありました。住宅地の中に保育施設をつ
くろうとしている。ただ、現在、その住宅地に

は、もう若い方がいらっしゃらない。今お住ま
いになっているのは、ある程度年齢の高い
方々で、皆さんは子供さんを育て上げられて、
子供さんは別のところにいる。そういうとこ
ろに土地が確保できたので保育施設をつくり
たいという計画が上がったのだと。この地域
での利用がないのに、なぜこの地域にあえて
つくる必要があるのだというようなことを言
われました。その言葉が、私、すごく心に残っ
ているのです。 
 ですから、こういった施設の建設に関して
も、地域性や優位性、本当に必要なのか、なぜ
この地域につくるのかということまで踏まえ
て、その地域における全体計画の中で計画さ
れていかなければならないのではないかとい
うふうに思います。 
 昨今、お子さんを預ける保護者の方が、御自
分の通勤に便利な駅のすぐそばだとか、駅の
ガード下などにも保育施設がつくられている
状況になっていますので、それが良いか悪い
かということはまた別の問題があると思いま
すが、どういうところに施設を整備していく
べきかということを含めた総合的な計画を検
討する必要があるのではないかと私は考えて
おります。 
高田  保育施設の騒音問題について調査を
してみると、保育施設から出る音の快・不快と
いった印象と、音の物理量というのは全く対
応関係がないことが分かります。つまり、音の
問題で言えば、音の大きさではなくて、耳障り
な音なのかどうか、質的要因もあるのかもし
れませんけれども、先ほども申し上げました
とおり、地域と施設との関係性とか、あるいは
子供の声とは全く関係のない事象によって苦
情が生まれているかもしれないということが
ありますので、住民の方ももう少し冷静に施
設を見ていただけると、行政への駆け込みと
か、そういった状況が多少変わってくるのか
もしれないなと思います。 

まとめ 
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船場  そうですね、ちょっと大きな話にな
りますけれど、今、子育て支援の制度もかなり
充実してきていることは理解しているのです
が、保育施設の類型だとか、そういったものも
すごく増えていて、本当に今まさに子育てを
しているお母さんお父さんでないと知らない
ようなこともかなりあります。そうなってく
ると、子育てに関するいろいろなことが多く
の人にとって自分事でなくなってしまうのか
なと思います。 
 自分事でないことに関して、ちょっとうる
さい音が来たりすると文句を言いたくなると
いうようなことがあります。できれば、「子供
は将来この国を担ってくれるのだ。だから大
事に育てるのだ」ということをみんなが自分
事として捉えて、自分たちはどういう立場で、
どんな協力をしていったら良いのだろうとい
うことを、一人一人が自分事として考えられ
るような社会になっていったら良いなと思う
のです。子育てに関してもう少しみんなが納
得して、みんなでこうしようということがで
きたら、大分変わってくるのではないかと思
います。 
泉  やはり若い方がこれから結婚して子供
を産もうと思ったときに、結婚のこともあり
ますし、１人目のお子さんを産む、２人目のお
子さんを産む、３人目のお子さんを産む、ライ
フステージの各段階でそれぞれ希望をかなえ
るために乗り越えなければいけない隘路があ
る中で、行政の取組もそうですし、社会全体で
そこは支えていこうということもあることに
より、将来に対する安心感や出産や結婚など
に前向きなイメージが持てるようになると思
うので、そこはとても大事だと思います。 

 ですから、国もそうですし、自治体の方でも
いろいろな施策をする中で、きちんと少子化
対策をパッケージ化して説明していくという
のがとても大切なのかなと思っています。少
子化対策は個別の施策だけ上げると、これが
少子化対策としてどのように寄与するのか、
他の施策を講じないと意味がないのではない
かとよく言われるのですけれど、支援策の全
体像がある中で取り組まれているのだという
安心感も併せて持ってもらうということもと
ても大事かなと思っています。 
 あとは、子供の数が少なくなるということ
は、その地域の活力がなくなるということで
もあり、今後肌感覚として感じることが増え
てくるのではないかと思います。子供を大切
にして、心身ともに健やかな育ちを支えるこ
と、また、大綱にも書かせていただいています
けれど、子供一人一人が幸せということはも
ちろんですし、私たちの未来をつなげていく
人たちを育てていくという気持ちを持ってい
ただくことが大事なのかなと思います。 
 そういった思いを、我々も情報発信をして
いきますし、社会全体でそういう思いを共有
していくということが、これから結婚して家
族を持とうと思っている人たちの不安や負担
を軽減することにもつながるのではないかな
と思っております。 
相馬  ありがとうございました。 
 そろそろお時間が参りましたので、この辺
りでと思っております。長時間にわたる御議
論、ありがとうございました。今後とも引き続
き、御出席の皆様から御意見、御提言を賜りま
すと幸いです。本日はお忙しい中、ありがとう
ございました。 
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